[image: image1.jpg]JCI®




2014年度 一般社団法人長岡青年会議所
事業計画書
委員会名：
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事業名：
2014年度　一般社団法人長岡青年会議所　忘年会
響友～未来を開く長岡JC魂～
文書名：
14灯籠委員会忘年会理審2
文書作成者：
小川文太
作成日：
平成26年10月 16日
室長確認日：
平成26年10月 17日


【事業要綱】
1. 事業実施に至る背景
我々、一般社団法人長岡青年会議所(以下、「長岡JC」とする)は、理事長スローガンに「温故知新」を掲げ、すべての活動において他人事にせず、メンバー一人ひとりが『ど真ん中』に立ち、本年度の活動を進めてまいりました。我々、長岡JCメンバーがこの一年間を振り返り、活動によって得られた想いを分かち合うとともに、これまで長岡JCでご活躍されてきたご卒業生へ感謝を伝える場が必要であると考えます。
2. 事業目的(対外)
無
3. 事業目的(対内)
他人事にならず『ど真ん中』で活動してきた一年間を語り、想いを分かち合っていただくとともに、これまで長岡JCを引っ張ってこられたご卒業生の方々へ感謝の気持ちをお伝えし、また培ってこられた『長岡JC魂』を継承することで未来を開く契機とすることを目的とします。
4.　事業の対象者
対外対象者：無
対内対象者：長岡JCメンバー164人(平成26年8月21日現在)


【事業概要】
1. 実施日時
(1)実施日　：　平成26年12月20日(土)
(2)実施時間：　18：00～21：00
(3)設営時間：　10：00～22：00 
2. 実施会場
(1)会場名　：　長岡グランドホテル　悠久の間(2階)
　　　住所　　：　新潟県長岡市東坂之上1-2-1　　　
電話番号：　0258-33-2111
3. 参加員数計画並びに参加推進方法
(1)対外対象者
　　　　なし
(2)対内対象者
長岡JCメンバー

164人　(ご卒業生　24名)

　　　　　　　　※損益分岐　125名




　　　


　　　　　合計164人
メンバーご家族　
同伴者25人
お子様15人(過去の実績から)








　合計 40人
本年度ご卒業生(敬称略)
　1．近藤久嗣　2．吉原章一　3．竹中進介　4．村田靖　6．茨木和朗
　12．瀧川寛人　15．草間格　28．小林大輔　29．高橋一貴　33．竹島祥三
36．石橋一寛　48．小谷松蔵人　52．内野誠　57．齋藤伸輔　62．青木征一郎
63．丸山司　68．倉重一郎　72．渡辺富幸　78．永澤政裕　80．渡辺道郎
83．柳沢浩史　92．齋藤恵　95．片沼貴志　119．鈴木和義
(3)参加推進方法
[参加推進方法]
①　例会、委員会にてPRします。

②　ご案内(最終のご案内)をメールにて配信します。
③　電話での最終確認をします。
4. 協力者(協力種別)
・スペシャルゲスト(未定)　＋　マネージャー
・保育サポーター介護支援　長岡シルバー人材センター(8名)
5. 引用著作物の有無
無
6．実施組織
(1)役割分担表
(事前準備)
	内容
	担当者

	統括
	難波俊輔委員長

	チーフ
	小川文太

	サブチーフ
	上村英輔、大関雅人

	卒業生打ち合わせ
	〇北澤晃副委員長、大塚隆則

	出演者・イベント打ち合わせ
	〇大関雅人、今泉知久

	卒業セレモニー・映像制作
	〇大宮丈範運営幹事、松沢裕太、上村英輔

	シナリオ作成・場面図作成
	〇上村英輔、北澤晃副委員長、大関雅人、今泉知久

	案内文作成・出欠確認
	〇大宮丈範運営幹事、鈴木顕治

	会場打ち合わせ・設営
	〇鈴木顕治、大関雅人

	備品手配
	〇高野泰副委員長、高橋晋会計幹事、安藤一成

	ベビーシッター打ち合わせ
	〇小野高啓

	褒賞発表打ち合わせ
	〇竹島祥三、倉重一郎、渡辺道郎

	NAGAOKA JC 2014

(振り返り映像制作)
	〇松沢裕太、大宮丈範運営幹事、今泉知久

	総務広報委員会連携
	〇大塚隆則

	PR班
	〇高野泰副委員長、委員会メンバー


○は担当チーフ
(当日)
	内容
	担当者

	統括
	難波俊輔委員長

	チーフ
	小川文太

	サブチーフ
	上村英輔、大関雅人

	会場設営
	委員会メンバー全員

	備品
	〇高野泰副委員長、高橋晋会計幹事

	出演者接待
	〇深見太朗副理事長

	着座誘導・会場誘導
	〇大関雅人、松沢裕太

	ステージ誘導
	〇高野泰副委員長、鈴木顕治、松沢裕太

	メンバー受付
	〇高野泰副委員長、高橋晋会計幹事、鈴木顕治

	出演者誘導
	〇鈴木顕治

	PC操作
	〇今泉知久

	司会
	〇北澤晃副委員長、上村英輔

	タイムキーパー
	〇大宮丈範運営幹事

	卒業セレモニー
	〇高野泰副委員長

	映像・記録係り
	○大塚隆則

	音響・照明・ピンスポ
	○大関雅人、松沢裕太、小野高啓、安藤一成

	ベビーシッター案内
	〇小野高啓


○は担当チーフ
7. 事業内容(目的達成のための手法説明)

(1)実施内容
＜ドリンク・ディナータイム＞(10分)
・乾杯には長岡JC魂を込めたスペシャルカクテルをご用意させていただきます。乾杯後はドリンクとお食事をお楽しみいただきます。このディナータイムから適時コース料理が運ばれてまいります。
　　　※食事内容は、長岡グランドホテルと打ち合わせ、委員会試食会を実施の上、決定します。
　＜エンタ－テイメント＞(40分)
　　・ゲストを迎え、一年間の長岡JC活動を締めくくる忘年会を大いに盛り上げていただきます。
　＜食事・歓談＞(30分/10分)
・多くの時間を共に過ごしてきた仲間と本年度の活動を振り返り、互いの労をねぎらいながらお食事を楽しんでいただきます。
＜NAGAOKA JC 2014(振り返り映像)＞(10分)
　　・各委員会の一年間を振り返った映像を上映し、多くの時間を共に過ごしてきた仲間と想いを響友(共有)していただきます。
＜褒賞発表・授与式＞(20分)
　　・褒賞を発表し、授与式を行います。
※褒賞発表の設えについては、監事の皆様と協議の上、決定します。
＜理事長感謝式＞(10分)
・本年度の長岡JCを支えてきた理事長へ感謝を伝える式を行います。
　＜卒業セレモニー＞(25分)
・ご卒業生の皆様のこれまでのJC活動を振り返り、現役メンバー代表からご卒業生へ送辞を述べていただきます。また、ご卒業生代表より現役メンバーに答辞をいただき、長岡JC魂を継承します。
　＜三本締め＞(5分)
　＜卒業生退出＞(10分)
　　　・卒業生退出時には、整列した参加現役メンバーの間を通りながら、握手を交わしていただき、サンクスシャワーを受けていただきながら、退出いただきます。
※本年度も忘年会全体を通して胴上げ等危険行為を絶対禁止とします。
(2)当日までのスケジュール
9月初旬　外部関係者事前打ち合わせ
9月下旬  卒業生打ち合わせ
各担当準備
　　10月中旬　映像作成開始
11月初旬　案内配信、委員会PR
11月中旬　参加人数集計、シナリオ作成、備品準備、食事メニューの決定
　　11月下旬　監事打ち合わせ
　　12月初旬　外部関係者最終打ち合わせ、リハーサル
　　12月中旬　直前準備～本番
(3)当日のタイムテーブル
11:00　委員会メンバー集合

11:10　会場設営

12:30　昼食休憩

13:00　会場設営･リハーサル
15:40　メンバー受付開始(グランドホテルにて)
※総務広報委員会との打ち合わせにて

17:00　ご家族受付開始

17:40　現役メンバー及び同伴者入場･着席

17:45　卒業生及び同伴者入場

18:00　忘年会開会

18:00　理事長挨拶

18:03　次年度理事長挨拶･乾杯

18:05　ドリンク・ディナータイム(10分)
18:15　スペシャルゲストコンサート(40分)
18:55　食事･歓談①(30分)

19:25　NAGAOKA JC 2014(振り返り映像)(10分)
19:35　褒賞発表･授与式(20分) 

19:55　食事･歓談②(10分)

20:05　理事長感謝式(10分)
20:15　卒業セレモニー(25分)
20:40　三本締め

20:45　卒業生退出

20:55　閉会の辞･メンバー退出

21:00　終了

8. 参考例からの引継事項
【2013年度会員交流委員会より】
①挨拶等で時間が延びた場合に対応するため、歓談の時間は多く取っておくべきです。また時間が延びた場合のことを考えたシナリオを考えておくようにして下さい。
【対策】歓談の時間を増やし、時間調節できるようにプログラムの設定を行います。
②お手洗いのタイミングをよく考え、会の途中で入退室が目立たないように配慮して下さい。
【対策】プログラムに沿ってお手洗い等のアナウンスを都度入れることで入退室が目立たないように配慮します。
③映像をメンバーが作成する場合はパワーポイントやムービーメーカーなど、異なる作成ソフトにならないようにし、BGMなどは予め1枚のCDにすると安心です。
【対策】作成するソフトを統一し、予め1枚のCDにまとめます。
④忘年会の内容を多くしすぎると歓談の時間が短くなり、ご卒業生やご家族へ感謝の気持ちを伝える時間が少なくなりますので調整して下さい。ゲストを呼ぶのか呼ばないのかについても再考の余地があると思います。
【対策】内容が多くなりすぎないように留意します。またゲストについてはご卒業生のご意向を反映します。
⑤ゲストライブ中はステージ前が混雑し、座ってご覧になっているご家族の妨げになるので、座っている方に一緒に盛り上がっていただけるようにお声掛けするか、ステージ前の方にはしゃがんでいただける様に誘導して下さい。
【対策】ゲストライブ中は座ってご覧になっているご家族の妨げにならないよう、ステージ前ではしゃがんでいただくよう様に誘導します。
⑥ピンスポットライトを使用する際は台の上に配置するなどし、高い場所から照らせるように使用して下さい。
【対策】ピンスポットライトは台のうえに配置して使用できるように会場との打ち合わせを密に行います。
⑦卒業セレモニーの際にご家族も登壇するような設えの場合、ステージのサイズを大きめに考えて下さい。また、出席するメンバーの数に合わせてテーブルがセットされると思いますが、ステージの見えやすさやテーブルの間隔なども再度検討してください。
【対策】ステージやテーブルなどのレイアウトに関しましては見えやすさなど配慮し、会場との打ち合わせを密に行います。
⑧保育サークルとの綿密な打ち合わせにより、終了時間延長などで迷惑がかからないようにスケジュール管理を行うことができました。今年からご協力いただいたシルバー人材センターは融通を利かせてくれるので早い段階からお願いすると良いと思います。
【対策】保育サークルの方には時間延長があることをお伝えし、時間に余裕を持ってお願いさせていただきます。
⑨役割分担表を早い段階から作成し、設営メンバー各自の役割に責任を持たせるとともに、何度も繰り返しリハーサルを行うようにして下さい。
【対策】早い段階でリハーサルが行えるよう、スケジュール管理を徹底して行います。
⑩会の終了後、委員長の御礼などが行われる場合、同伴者に長時間お待ちいただくことになりますので、忘年会が終わった時点で同伴者をお見送りするなどの配慮もお願いします。
【対策】同伴者の方を長時間お待たせしないように毎年恒例となっている委員長の御礼は割愛し、予め会が円滑に執り行われるように配慮します。
⑪卒業例会を設営する委員会と会場移動の連携だけでなく、出欠確認なども連絡しあうようにして下さい。
【対策】総務広報委員会と連携し会場移動、受付、出欠確認を行います。
9. 本年の工夫と期待される効果
①乾杯の際に本年度の長岡JCらしいカクテルをご用意させていただくことで、ドリンク・ディナータイムをより一層楽しんでいただきます。
②閉会後に行われていた理事長への感謝を伝える場を、卒業生も同席している会の途中で行うことで、長岡JC魂を響友(共有)します。また、毎年恒例となっている委員長の御礼を割愛することで、同伴者の方を長時間お待たせせず、全体的な時間の短縮に繋がります。
③ご家族の方から忘年会へ参加していただくことで、我々が一年間活動してきた長岡JCを知っていただき、今後の活動への更なる理解、協力が得られます。
10. 公益・共益の区別及び判断に関わる事項
◎公益目的事業の判断に関わる事項
無
11．依頼事項
(1)対内対象者向け
①危険防止のため、本年も卒業生の胴上げ等危険行為は禁止とします。
②スペシャルゲストコンサートが終わるまでは禁煙とさせていただきますが、それ以降は喫煙可能とします。また、ライブ中の写真撮影は禁止とします。
③スムーズに会を進行させるため、早めの着席をお願いします。
(2)LOMスタッフ向け
・会場誘導に関して、総務広報委員会からご協力をいただきたいと思いますのでお願いします。
12. 審議のポイント
　・喫煙、禁煙の判断
・閉会後に行われていた理事長へ感謝を伝える場を、会の中で行うことについて
13. 予算総額
(1)　　　　　総額　　1,932,000円  
　　　　　事業繰入金　　1,402,000円
　　　　　登録料収入　　　530,000円
　＜一人当たりご負担額＞
　　JCメンバー　　　　 金 12,000円(登録料4,000円、飲食費8,000円)
メンバー同伴者様　　金　8,000円(飲食費のみ)
　　お子様(一人につき)  金　2,000円(託児費、軽食費)
(2)(事業計画)　収支予算書
損益分岐計算書




【審議対象資料一覧】
（1）審議対象資料
　　14忘年会収支予算書
案内文メンバー用
会場レイアウト
横断幕（案）
　（2）参考資料
　　保育カルテ
忘年会出席者数比較
　　2014年度卒業生リスト
備品表
　　入場時場面図
　　退場時場面図
　　歴代忘年会収支比較
損益分岐書


上程スケジュール
第14回委員会　　　　　　　　　平成26年7月10日
第15回委員会　　　　　　　　　平成26年8月21日
第27回スタッフ会議　　　　　　平成26年8月27日

第16回委員会　　　　　　　　　平成26年9月8日

第29回スタッフ会議　　　　　　平成26年9月17日
第17回理事会　　　　　　　　　平成26年9月24日
第18回委員会　　　　　　　　　平成26年9月29日
第18回理事会　　　　　　　　　平成26年10月6日
第19回理事会　　　　　　　　　平成26年10月22日


今後の上程スケジュール


報告書の上程スケジュール
第1回スタッフ会議　　　　　　 平成27年1月○○日（次年度日程による）
第2回理事会　　　　　　　　　 平成27年1月○○日（次年度日程による）


【前回までの流れ(意見と対応)】
(1)第27回スタッフ会議

平成26年　8月 27日

（ご家族の同伴について）
Ｑ：ご家族の同伴は可能でしょうか。

Ａ：ご卒業生に関してはご家族を積極的にお呼びいただきたいと考えております。メンバーのご家族に関しましては基本的には積極的に参加を呼びかけない形をとらせていただこうと考えておりますが、受け入れ態勢は整えさせていただきます。
〇：目的に入れないことは賛成ですが、若いメンバーのご家族に卒業式を見ていただくことは今後の活動の支えになってくれると思うので、ご家族には例年通りご案内をしてください。
Ａ：例年通りご案内させていただきたいと思いますが、予算をかけて出席を呼びかけることはしません。

（背景、目的について）

Ｏ：「今まで行ってきた青年会議所の活動の本質を考え」の一文は温故知新に含まれていると思うので無くてもいいような気がします。また本年度が重ねて出てきており読みにくいので、もう一度背景を見直してください。

Ａ：委員会にて議論を行い、修正しました。
Ｑ：未来を拓くの「拓く」を使った理由を教えてください。

Ａ：勝手に拓けるものではなく、各々が拓いていくということを表現させていただきました。

〇：大差がないようでしたら理事長ともコンセンサスの取れている「開く」使ってください。

Ａ：修正しました。
（予算について）

Ｑ：エンターテイメントの予算はLOMの事業予算から出すのか、登録料収入から出すのか、なぜ登録料収入4,000円なのか、委員会で考えている部分を教えてください。

Ａ：メンバーから徴収する4,000円はスペシャルゲストに充てます。差額の50万円程度は音響、照明など設備に掛かる費用なので、事業費としてLOMに請求します。
（委員会AWARDSについて）

Ｑ：委員会AWARDSは共有する意味で良い企画だと思いますが、委員長一人で選ぶことは出来ますでしょうか。

Ａ：一番を決めるのは難しいと思いますが、委員会の全体を見ている委員長が評価してあげる、そしてそれを周りのメンバーと共有することで長岡JC魂の形成に役立つと思います。
Ｑ：委員会メンバーの投票で選ぶ手法もあると思いますが、委員長が選ぶ理由を教えてください。

Ａ：多数決が絶対ではないですし、委員長が今年一年間活動してきた中で認めるべき存在は別格だと思います。委員会にとって特別な存在の委員長が特別な賞を与えるこという位置付けであり、総意でなくて良いと思います。
Ｑ：委員会AWARDSを褒賞の後にした理由を教えてください。
Ａ：委員会AWARDSを先に行ってしまうと、褒賞と重複してしまう可能性があり褒賞の価値が薄れてしまうこともあるのでこの順序にさせていただきました。

〇：褒賞で賞を貰えない委員会もあると思いますので、委員会AWARDSを先にした方が良いと思います。
Ｏ：委員会AWARDSは反対です。委員長が一人選ぶことは大変な労力だと思いますし、酷だと思います。また忘年会は只でさえ時間が押すので、委員会AWARDSで各委員長が想いの丈を語ると時間が全く読めないと思います。エンターテイメントに関してもゲストがまだ決まっていないので今の時点では時間を決めずに流動的にしておいた方が良いと思います。

Ｏ：褒賞で受賞した委員会は非常に盛り上がるので、その後の委員会AWARDSでは順番的におかしいと思います。また委員会AWARDSで誰かしらピックアップするとなると褒賞の意味が薄れてしまうと思います。やるのであれば何かしら工夫が必要だと思いますし、VTR等を使ってなるべく時間が押さないように考えてください。
Ａ：委員会にて議論を行った結果、委員会AWARDSは削除させていいただき、各委員会の一年間を振り返った映像を上映し、多くの時間を共に過ごしてきた仲間と想いを響友(共有)していただきます。
（禁煙について）

Ｏ：禁煙に関してですが、JCの喫煙率や人の出入りを考えると今一度協議していただく必要はあると思います。
Ａ：委員会にて議論を行った結果、会場での禁煙はスペシャルゲストコンサート終了までとさせていただきます。その後は人の出入り等を考慮し喫煙とさせていただきます。
（卒業生退出時について）

Ｏ：卒業生退出時にメンバーで花道を作ると思いますが、メンバーのご家族は端に集まってしまっているケースがあるので、見栄えもありますし、委員会メンバーで声掛けをするなど何かしら対策を考えてください。

Ａ：メンバーのご家族も花道に参加していただきたいとの旨を事前にお伝えさせていただきます。また歓談の時間にも委員会メンバーでお声掛けさせていただきます。
（拡大スタッフ感謝式について）

Ｏ：例年時間が伸びてしまっているので閉会後に行われていた理事長へ感謝を伝える場を、会の中で行うことについては賛成ですが、実施内容で拡大スタッフ感謝式となっており、書き方がおかしいので今一度検討してください。またAWARDと書く際はAWARDSとなると思いますので、修正をお願いします。
Ａ：理事長感謝式に修正しました。
（卒業セレモニーについて）

Ｑ：卒業生のセレモニーで奥様は登壇するのでしょうか。またその理由を教えてください。

Ａ：奥様は登壇いたしません。主役はあくまでもご卒業生であり、奥様がステージ上のご主人の勇士を会場側から見ることで、ご主人の長岡JC魂を感じ取っていただけるものと思います。それにより、奥様もご卒業生とご一緒に卒業していただけるものと考えます。
(2)第29回スタッフ会議

平成26年　9月 17日

（振り返り映像について）

Ｑ：振り返り映像は賛成ですが、NGAOKA2014の表記にJCが入っていないのが気になります。ネーミングに込められた想いを教えてください。
Ａ：ネーミングにつきましてはイメージしやすいと思いこのような表記にさせていただきましたが、JCメンバーの忘年会ですのでご指摘の通りNAGAOKA JC 2014に変更させていただきます。
Ｏ：目玉の10分だと思いますので、内容のところで手厚くしてください。
Ｏ：褒賞発表前に振り返り映像を流すとのことですが、褒賞に合わせてトイレに行くなど、出入りが多くなってしまうことが予想されるので、振り返り映像を皆さんが見られるように工夫をしてください。

Ａ：振り返り映像前に委員会メンバー総動員でアナウンスや誘導をさせていただきます。また照明などでメリハリをつけ、着座を促すようにします。

Ｏ：振り返り映像ですが、過去にスタッフの映像が無く、怒られたことがあったのでご注意ください。

Ａ：スタッフの映像も落ちが無いように制作します。

（予算について）

Ｑ：前回のスタッフ会議でも質問させていただきましたが、登録料収入はどのように使われるのか今一度教えてください。
Ａ：メンバーの会費は12,000円とさせていただいております。内訳としましては飲食に関わる部分が8,000円、残りの4,000円が登録料となります。メンバーから徴収する登録料4,000円はスペシャルゲストに充てます。差額の50万円程度は音響、照明など設備に掛かる費用なので、事業費としてLOMに請求します。
Ｑ：映像の予算に関しては各例会によってばらつきがあるように見受けられます。振り返り映像の予算については81,000円計上してありますが、実際どういった部分でこの金額が変わってくるのか教えてください。
Ａ：今回の映像に関してはイフさんにお願いしております。イフさんには過去の忘年会でも多々やっておられまして、テロップを入れるなど作業によって金額が変わるということで、今回はこちらの金額を計上させていただいております。
(スペシャルゲストコンサートについて)

Ｏ：過去に山根康広さんをお呼びさせていただいた時、Get Along Togetherを聞きたいのに新曲を歌いたがり、時間が大幅に延長してしまったことがあったので、スペシャルゲストの時間が40分となっておりますが、ゲストによって臨機応変に対応できるようにしてください。
Ａ：ゲストが決定次第、時間の調整等を協議させていただきます。
Ｏ：昨日は49年会ということで忘年会についても協議させていただきました。ゲストについては9月末まで決まらない状況となっております。卒業生を代表して、響友(共有)というテーマをしっかりと踏まえたうえで、より良いスペシャルゲストを呼びたいと思います。

Ａ：当委員会としても精一杯ご協力させていただきます。

(卒業セレモニーについて)

Ｑ：卒業セレモニー25分とありますが、今一度イメージを教えてください。

Ａ：ご卒業生の映像を流した後に、ご卒業生からご登壇していただきます。その後、現役メンバー代表から感謝の気持ちを述べさせていただきます。ご卒業生からは答辞という形で、お言葉をいただきたいと思います。

(理事長感謝式について)

Ｑ：理事長感謝式について内容を今一度教えてください。

Ａ：忘年会の枠の中で理事長へ感謝を伝える場面が欲しいと思いこのような形とさせていただきました。忘年会は打ち上げの要素もありますので、大いに盛り上がっていただけるような設えを考えさせていただいております。

（その他）

Ｏ：委員会AWARDSが無くなったということですので、監事にも次のステップに進んでいることをお伝えください。

Ａ：お伝えさせていただきました。

Ｏ：工夫と期待される効果に委員会オブザイヤーについての表記がありますので削除をお願いします。

Ａ：削除しました。

Ｏ：総務委員会となっているので、総務広報委員会に修正をお願いします。また審議対象資料の案内文では「拓く」となっていますので「開く」に修正をお願いします。

Ａ：修正しました。

(3)第17回理事会

平成26年　9月 24日

Ｑ：桑原望委員長

スペシャルゲストコンサート後に喫煙可能となっておりますがメンバーのお子様もいるなかで喫煙可能となるのでしょうか。

Ａ：難波俊輔委員長

お子様につきましては、ベビーシッターを用意させていただきますので、そちらでお預かりさせていただきます。

Ｑ：山崎嘉平太委員長

ご家族をお呼びするにあたり、毎年DVDを配るなどの工夫しておりましたが、本年度はどのような形を考えているか教えてください。
Ａ：難波俊輔委員長

本年度、灯籠委員会としては忘年会がどうあるべきなのかというという部分から議論をさせていただきました。その中で、当委員会としてはメンバーの為の忘年会であるという位置付けで考えさせていただいております。よって、背景、目的につきましてはメンバーそれぞれの想いを分かち合うこと、そしてご卒業生に感謝をお伝えし送り出すという形にさせていただいております。但し、例年奥様をお呼びしている経緯もございますし、想いを分かち合う、そして感謝を伝える場面に日々の活動を支えてこられた奥様方にも是非ご参加していただき、見ていただきたいとのスタンスでお迎えさせていただこうと考えております。
Ｑ：山崎嘉平太委員長

感謝を伝えるという意味では、多くのご卒業生の奥様から来ていただきたいと思いますが如何でしょうか。

Ａ：難波俊輔委員長

ご卒業生の奥様には是非来ていただきたいと考えております。手法としては予算を掛けるべきではないと考えておりますので、DVDを配ることなどは考えておりません。今考えている手法は、委員会メンバーが所有している便箋などを利用し、手書きの手紙を書かせていただこうと考えております。
Ｑ：山崎嘉平太委員長

それは出向いて行うのでしょうか。
Ａ：難波俊輔委員長

切手代もみておりませんし、突然の訪問も警戒されるケースがございますので、ポスト投函が比較的良いのではないかと考えております。
Ｏ：山崎嘉平太委員長

ご卒業生は最後の晴れ舞台です。ここまでご活躍されたご卒業生の奥様にも是非見ていただきたいと思いますので、一人でも多くの奥様から来ていただけるようにお願いします。

Ｑ：丸山司委員長

忘年会の会費についてですが昨年と同じ設定となっております。今年は昨年と違い消費税が増税となりましたが、グランドホテルさんなどと金額の交渉はあったのでしょうか。

Ａ：難波俊輔委員長

昨年と比べ消費税の関係で上がっている部分もありますが、出来るだけ負担を少なくできるように交渉させていただき、昨年と同様の会費設定にさせていただきました。
Ｑ：六車慎一郎理事

参加員数の部分で長岡JCメンバー125名と記載されておりますが、なぜ125名なのでしょうか。

Ａ：難波俊輔委員長

125名は過去の実績に伴いまして今年の参加員数を想定した人数となっております。こちらの人数を基準とし損益分岐計算書を作成しております。
Ｑ：六車慎一郎理事

全員出席義務はあると思いますので、書き方としてはこちらで正いでしょうか。
Ａ：難波俊輔委員長

予算面に関わっている部分もございますのでこのような記載で良いかと思いますが、分かり易いように修正させていただきました。

Ｑ：竹樋直也理事

損益分岐書に関してですが、125名を割ると赤字になってしまうということで宜しいでしょうか。

Ａ：難波俊輔委員長

お子様の人数によっても多少変わってきますので、必ずしも赤字になるということではありません。お子様が少ないようであればベビーシッターを減らすなど臨機応変に対応したいと思います。
Ｑ：竹樋直也理事

メンバー125名が一定の目標値だと思いますが、参加推進方法の部分で、これといった目標達成の手法が見受けられません。PR方法などで特別考えていることはありますでしょうか。

Ａ：難波俊輔委員長

新しい手法を使ってPRすることは考えておりません。忘年会は卒業生を送り出す大事な事業であり、一人ひとり参加すべき事業であると考えます。当然、委員会メンバー全員でお声掛けをしていきますが、他の例会、事業と同様に通常通りのPR方法をとっていきたいと思います。
Ｑ：丸山司委員長

会場場面図で設定してある卒業生の控室ですが、設営の為の控室も必要だと思いますので、こちらを委員会メンバーの控室にしていただき、卒業生はゲストとの写真撮影などもありますので、宴会ロビーの喫煙所を卒業生の控室にしては如何でしょうか。

Ａ：ご指摘いただいた通りですので、入場時場面図を修正いたしました。

Ｑ：竹中進介理事

横断幕に関してですが、卒業例会と同日開催でありますので、費用の削減にもなりますし一緒でも問題ないかと思います。委員会でご一考いただければと思います。
Ａ：委員会で議論した結果、卒業例会とは違う横断幕は必要と判断させていただきました。横断幕は唯一の装飾品であり、忘年会のステージを華やかに彩ることができるため、粛々と行う卒業例会とは別のものを用意させていただきたいと考えます。ご卒業生であられる竹中理事から貴重なご意見をいただきましたので、検討材料として次年度引き継ぎ事項にも記載させていただきます。
(4)第18回理事会

平成26年　10月 6日

Ｑ：長谷川章理事
　振り返り映像を上映する際には歓談を一度中断するのですか。

Ａ：難波俊輔委員長
　重要な映像ですので、一度席にお戻りいただき、着座にてしっかり見ていただきたいと考えています。
Ｑ：長谷川章理事
　振り返り映像の上映から褒賞発表・授与式と続きますが、この間は席を立てないのでしょうか。
Ａ：難波俊輔委員長
　歓談中はお手洗いに行ける時間となっています。振り返り映像の上映から褒賞発表・授与式の終了まで30分ですし、その後10分間歓談の時間を設けておりますので、お手洗い等の問題はないものと考えています。
Ｏ：長谷川章理事
　司会から時機をみて声掛けをした方がいいと思います。

Ａ：難波俊輔委員長

　参考にいたします。

Ｑ：長谷川啓理事
　スペシャルゲストが未定となっていますが、進捗状況を教えてください。

Ａ：難波俊輔委員長
　　ゲスト側の回答待ちとなっている状況です。今月中には確定することになっています。
(5)第18回理事会

平成26年　10月 6日

Ｏ：佐田直人理事長

　　ゲスト未定により予算が確定できないため、次回再審議とします。
17

